
平成™›年˜™月œ日 水曜日 第œ ›˜号官 報
福
井
県
小
浜
市
和
多
田

三
五
号
林
ノ
腰

一
〇
番

一
号

八
番

十
五
号

三
四
号
奥
ノ
谷

二
三
番

四
号

二
六
番

三
号

二
九
番

二
号

三
六
号
庵
ノ
上

八
番

十
四
号

四
八
号
奥
ノ
谷

二
番

六
号
及
び
七
号

三
番

五
号

五
番

八
号
、
十
号
及
び
十
一
号

六
番
四

九
号

一
七
番

十
二
号
及
び
十
三
号

四
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

雲
外
寺
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

イ

次
に
掲
げ
る
土
地
並
び
に
こ
れ
ら
の
土
地
に
接

す
る
河
川
及
び
道
路
の
う
ち
、
そ
の
接
し
て
い
る

区
間
の
河
川
敷
及
び
道
路
敷

福
井
県
小
浜
市
谷
田
部

三
九
号
山
ノ
口
谷
下

一
番

九
番
一
及
び
九
番
二

六
九
号
山
ノ
口
山

二
三
番
か
ら
三
五
番
ま
で

三
七
番
及
び
三
八
番

三
九
番
・
四
〇
番
合
併

四
一
番
一
か
ら
四
六
番
ま
で

四
七
番
一
及
び
四
七
番
二

四
八
番
か
ら
五
八
番
ま
で

ロ

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十

三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十

三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

福
井
県
小
浜
市
谷
田
部

三
九
号
山
ノ
口
谷
下

二
番
一

一
号

六
九
号
山
ノ
口
山

二
二
番

五
号
か
ら
十
三
号
ま

で

三
七
番

四
号

五
八
番

二
号
及
び
三
号

五
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

順
禮
谷
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
二
十

三
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十

三
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
新
道

七
七
号
広
田

二
一
番
二

一
号
及
び
二
十
三
号

七
五
号
広
谷

一
番
一

二
号
か
ら
四
号
ま
で

七
八
号
桑
原
谷

八
番
一

五
号
か
ら
十
九
号
ま
で

七
六
号
順
礼
谷

五
番

二
十
号
及
び
二
十
一
号

一
二
番

二
十
二
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

中
北
井
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
二
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

香
川
県
高
松
市
塩
江
町
安
原
上
東

字
北
井

二
五
八
番
三
五
地
先
水
路
敷

一
号
及
び
二

号

二
四
八
八
番
三

三
号
か
ら
六

号
ま
で

二
四
八
九
番
一

七
号
か
ら
十

号
ま
で

二
四
八
九
番
五

十
一
号

二
四
八
九
番
二

十
二
号

四
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

虻
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

香
川
県
小
豆
郡
土
庄
町
豊
島
家
浦

字
虻

四
三
番
一

一
号
か
ら
四
号
ま
で

六
九
番

五
号
か
ら
八
号
ま
で

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
十
九
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

谷
本

光
司

第
１
起
業
者
の
名
称
和
歌
山
県

第
２
事
業
の
種
類
県
道
海
南
金
屋
線
改
築
工
事
（
和

歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
大
字
市
場
字
大
西
原
地
内

か
ら
同
町
大
字
中
野
字
野
田
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ

に
伴
う
町
道
付
替
工
事

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
和
歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
大
字

市
場
字
大
西
原
、
字
大
椿
、
字
中
田
、
字
妙
見
谷
及

び
字
塔
野
山
地
内
並
び
に
同
町
大
字
中
野
字
上
山
、

字
北
原
、
字
宮
口
、
字
金
畑
、
字
硲
及
び
字
野
田
地

内
２
使
用
の
部
分
和
歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
大
字

市
場
字
大
西
原
、
字
中
田
及
び
字
塔
野
山
地
内
並
び

に
同
町
大
字
中
野
字
上
山
、
字
北
原
、
字
宮
口
、
字

金
畑
、
字
硲
及
び
字
野
田
地
内

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
八
十
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

東
北
地
方
整
備
局
長

徳
山
日
出
男

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

六
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

い
わ
き
市
小
名
浜
住
吉
字
浜
道
五
六
番
三
か
ら
同
市
常
磐
下

船
尾
町
古
内
二
九
七
番
六
ま
で

前後

一
〇
・
〇
〇
〜
八
四
・
五
〇

二
二
・
八
〇
〜
八
四
・
五
〇

二
・
一
一
一

二
・
一
一
一

a

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
磐
城
国
道
事
務
所

第
４
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
2
0

条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
た

め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
法
第
2
0条
第
１
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

申
請
に
係
る
事
業
は
、
和
歌
山
県
有
田
郡
有
田
川

町
大
字
糸
野
字
川
之
上
地
内
か
ら
同
町
大
字
中
野
字

野
田
地
内
ま
で
の
延
長

1¶
2
2
5ｍ
の
区
間
（
以
下「
本

件
区
間
」
と
い
う
。）を
全
体
計
画
区
間
と
す
る
「
県

道
海
南
金
屋
線
改
築
工
事
及
び
こ
れ
に
伴
う
町
道
付

替
工
事
」（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。）の
う
ち
、

上
記
の
起
業
地
に
係
る
部
分
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
う
ち
、「
県
道
海
南
金
屋
線
改
築
工

事
」（
以
下
「
本
体
事
業
」
と
い
う
。）は
、道
路
法（
昭

和
2
7年
法
律
第

1
8
0号
）
第
３
条
第
３
号
に
掲
げ
る

都
道
府
県
道
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、
本
体

事
業
の
施
行
に
よ
り
遮
断
さ
れ
る
町
道
の
従
来
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
の
付
替
工
事
は
、
同
条
第
４
号

に
掲
げ
る
市
町
村
道
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
法
第
３
条
第
１
号
に
掲
げ
る
道
路
法
に
よ
る
道

路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
１
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
法
第
2
0条
第
２
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

県
道
海
南
金
屋
線
（
以
下
「
本
路
線
」
と
い
う
。）

は
、
道
路
法
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
和
歌
山
県
が

県
道
に
認
定
し
た
路
線
で
あ
り
、
同
法
第
1
5条
の
規

定
に
基
づ
き
和
歌
山
県
が
道
路
管
理
者
と
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
起
業
者
で
あ
る
和
歌
山
県
は
、
本
件
事

業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
第
２
号

の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
法
第
2
0条
第
３
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

本
路
線
は
、
和
歌
山
県
海
南
市
馬
場
町
一
丁
目

地
内
の
一
般
国
道

3
7
0号
と
の
接
続
地
点
を
起
点

に
、
同
市
大
野
中
で
阪
和
自
動
車
道
と
海
南
東
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
て
接
続
し
、
同
県
有
田
郡
有

田
川
町
に
入
っ
た
後
、
一
般
国
道

4
8
0号
と
接
続

し
同
町
大
字
糸
野
地
内
を
終
点
と
す
る
、
海
草
地

域
と
有
田
地
域
を
結
び
地
域
連
携
を
図
る
総
延
長

約
1
9
›
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
県

内
の
広
域
幹
線
道
路
網
を
担
う
高
速
道
路
や
国
道

等
と
接
続
し
、
高
速
道
路
を
補
完
し
県
内
の
一
体

的
発
展
に
寄
与
す
る
主
要
な
幹
線
道
路（
以
下「
内

陸
部
骨
格
道
路
」
と
い
う
。）と
な
っ
て
い
る
。
ま

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
九
十
八
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

中
瀬
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地

香
川
県
三
豊
市
財
田
町
財
田
上
字
荒
戸
七
四
六
三
番
三
八

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

下
北
井
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
二
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

香
川
県
高
松
市
塩
江
町
安
原
上
東

字
北
井

二
七
二
番
一
地
先
水
路
敷

一
号
及
び
二
号

二
四
九
〇
番
一

三
号
か
ら
九
号

ま
で

二
七
八
番
二
〇

十
号
及
び
十
一

号

二
七
八
番
三
五

十
二
号

œ
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